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機
械
仕
掛
の
オ
ー
ト
マ
タ

ヘ
ブ
ラ
イ
神
話
に
「
ゴ
ー
レ
ム
」
と
い
う
粘

土
で
で
き
た
人
形
の
伝
承
が
あ
る
（
図
1
)
。
律

法
学
者
が
断
食
や
祈
祷
を
し
て
か
ら
粘
土
で
人

形
を
製
作
し
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
「
真
理
（
エ
メ

ス
）
」
と
い
う
文
字
を
記
載
し
た
紙
片
を
頭
部

に
貼
付
け
る
と
人
形
が
生
命
を
獲
得
す
る
。
ゴ

ー
レ
ム
は
「
胎
児
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
神
話
は
様
々
な
文
化
に
存
在
し
、
ギ

リ
シ
ャ
神
話
に
は
「
タ
ロ
ー
ス
」
と
い
う
名
前

の
青
銅
の
自
動
人
形
が
登
場
す
る
。

人
間
だ
け
で
は
な
く
、
動
物
も
植
物
も
あ
ら

ゆ
る
生
物
は
方
法
こ
そ
様
々
で
あ
る
も
の
の
子

孫
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
生
命
を
継
承
し

て
い
く
が
、
そ
れ
は
人
間
に
と
っ
て
神
秘
な
自

然
現
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
ゴ
ー
レ
ム
」
や

「
オ
ー
ト
マ
ト
ン
」

「
夕
ロ
ー
ス
」
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
古
代
か

ら
人
間
は
人
工
の
方
法
で
子
孫
や
分
身
を
製
造

す
る
こ
と
を
願
望
し
、
数
多
く
の
自
動
機
械
を

製
作
し
た
と
い
わ
れ
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
技
師

ヘ
ロ
ン
は
自
動
人
形
も
製
造
し
て
い
た
。

十
八
世
紀
に
な
り
、
歯
車
を
使
用
す
る
時
計

の
全
盛
時
代
に
な
る
と
、
そ
の
技
術
を
応
用
し

て
自
動
人
形
を
製
造
す
る
こ
と
が
流
行
し
、
楽

器
を
演
奏
す
る
人
形
や
ペ
ン
で
文
字
を
筆
写
す

る
人
形
が
登
場
す
る
。
日
本
で
も
十
七
世
紀
に

は
機
巧
人
形
が
製
造
さ
れ
、
有
名
な
「
茶
運
人

形
」
は
来
客
の
位
置
ま
で
両
手
で
茶
碗
を
運
搬

す
る
能
力
を
披
露
し
た
（
図
2
)。
こ
の
よ
う
な

機
械
仕
掛
の
自
動
人
形
は

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

図2 茶運人形
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し
か
し
、
二
十
世
紀
中
頃
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
開
発
さ
れ
、
社
会
が
機
械
時
代
か
ら
情
報
時

代
に
移
行
し
は
じ
め
る
と
、
こ
の
分
身
も
機
械

か
ら
情
報
に
転
換
し
た
。
最
初
に
「
生
命
と
は

情
報
の
処
理
過
程
で
し
か
な
く
、
自
己
増
殖
す

る
期
待
も
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
よ

っ
て
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
内
部
に
分
身
を
創
造
し
、
そ
れ

が
自
身
で
子
孫
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
に

な
る
と
喝
破
し
た
の
は
J

．
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ

ン
で
あ
る
。

横
道
に
な
る
が
天
才
ノ
イ
マ
ン
の
異
常
な
オ

能
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

一
九

0
三
年
に
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
誕
生
し
、
幼
少
の
時
期
か
ら
驚
異

の
オ
能
を
発
揮
し
、
二
十
四
歳
で
ベ
ル
リ
ン
大

学
の
講
師
に
な
る
が
、

一
九
三

0
年
に
一
家
で

ア
メ
リ
カ
ヘ
移
住
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
数
多

く
の
数
学
理
論
を
発
表
す
る
以
外
に
、
原
子
爆

弾
の
開
発
、
現
在
で
も
主
流
の
ノ
イ
マ
ン
方
式

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
な
ど
に
貢
献
し
た
が
、

膵
臓
が
ん
の
た
め
五
十
三
歳
で
死
亡
し
た
。

こ
れ
ら
公
式
の
仕
事
で
も
多
大
の
功
績
が
あ

る
が
、
異
常
な
能
力
の
持
主
で
あ

っ
た
。
あ
る

学
者
が
数
ヶ
月
間
か
け
て
解
決
し
た
問
題
を
ノ

情
報
時
代
を
象
徴
す
る
A
・
ラ
イ
フ

イ
マ
ン
に
説
明
し
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、
説
明
の

途
中
で
暗
算
に
よ
り
結
論
を
証
明
し
た
と
か、

ア
メ
リ
カ
最
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
よ
り
も
素
早

く
暗
算
で
計
算
し
、
世
界
で
二
番
の
計
算
能
力

が
誕
生
し
た
と
つ
ぶ
や
い
た
な
ど
無
数
の
逸
話

が
あ
り
、
地
球
の
人
間
で
は
な
く
、
宇
宙
か
ら

到
来
し
た
生
物
と
い
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
ノ
イ
マ
ン
が
考
案
し
た
の
が
「
セ
ル
（
升

目）

オ
ー
ト
マ
ト
ン

（
自
動
機
械
）
」
で
あ
る
。

水
平
方
向
に
展
開
す
る
升
目
（
セ
ル
）
に
は
誕
生

•
生
存
・
死
亡
の
状
態
が
あ
り
、
周
囲
の
四
個

の
升
目
の
状
態
に
よ
り
一
定
の
時
間
間
隔
で
升

目
の
状
態
が
変
化
す
る
。
生
存
状
態
の
升
目
の

周
囲
の
二
個
以
上
が
生
存
状
態
で
あ
れ
ば
生
存

の
ま
ま
、
誕
生
状
態
の
升
目
の
周
囲
の
三
個
以

上
が
生
存
で
あ
れ
ば
、
生
存
に
変
化
し
、
そ
れ

以
外
は
死
亡
に
な
る
と
い
う
規
則
で
あ
る
。

こ
れ
を
発
展
さ
せ
た
の
が
、
一
九
八
六
年
に

ア
メ
リ
カ
の
理
論
生
物
学
者
C
・
ラ
ン
グ
ト
ン

が
提
案
し
た
人
工
生
命

（
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ

ル
(
A
)
ラ
イ
フ
）
で
あ
る
。
ラ
ン
グ
ト
ン
に
よ

れ
ば
「
地
球
で
進
化
し
た
特
定
の
生
命
に
限
定

さ
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
環
境
に
お
い
て
生

命
を
探
求
す
る
研
究
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
興

味
あ
る
名
称
で
、
既
知
の
生
命
で
あ
る
生
物
生

図 3 ライフゲームの規則
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し
た
命
名
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あ
る
。

翌
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
で
最

初
の
「
人
工
生
命
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
が
開
催

さ
れ
、
多
数
の
学
者
が
議
論
し
た
結
果
、
人
工

生
命
は
世
界
各
国
で
学
者
が
注
目
す
る
対
象
と
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物
学
者
が
「
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸

(D
N
A
)
の

な
り
、
様
々
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
で
あ
る
人
工
生
命
が
誕
生
し
て
き
た
。
そ
れ

ら
の
な
か
で
有
名
な
事
例
が
イ
ギ
リ
ス
の
J
.

コ
ン
ウ
ェ
イ
が
開
発
し
た
「
ラ
イ
フ
ゲ
ー
ム
」

エ
ラ
」
で
あ
る
。

内
容
の
一
例
を
「
ラ
イ
フ
ゲ
ー
ム
」
で
紹
介

す
る
。
ノ
イ
マ
ン
の
「
セ
ル
オ
ー
ト
マ
ト
ン
」

に
類
似
し
て
、
升
目
（
セ
ル
）
に
は
誕
生
、
生
存
、

過
疎
に
よ
る
死
亡
、
過
密
に
よ
る
死
亡
の
四
種

の
状
態
が
設
定
さ
れ
、
死
亡
し
た
升
目
に
隣
接

す
る
三
個
の
生
存
し
た
升
目
が
あ
れ
ば
生
命
が

誕
生
、
生
存
し
た
升
目
に
隣
接
す
る
升
目
が
二

個
以
下
な
ら
死
亡
な
ど
の
規
則
（
図
3
)
で
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
次
々
と
全
体
の
状
態
を
計
算
し

て
い
く
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
。

D
N
A
の
構
造
が
解
明
さ
れ
た
衝
撃

こ
れ
ら
は
自
然
環
境
で
の
生
物
の
増
殖
や
消

減
を
情
報
で
再
現
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
人

工
の
生
物
自
体
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
そ
れ
を
新
規
の
方
向
に
転
換
さ
せ
た
の

が
一
九
五
三
年
の
偉
大
な
発
見
で
あ
る
。
J
.

ワ
ト
ソ
ン
と
F

・
ク
リ

ッ
ク
と
い
う
二
人
の
生

や
ア
メ
リ
カ
の
T

・
レ
イ
が
発
表
し
た
「
テ
ィ

図4 DNAの二重螺旋構造
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分
子
構
造
」
と
い
う
論
文
で
、
大
半
の
生
物
の

遺
伝
情
報
を
記
憶
し
継
承
す
る

D
N
A
の
構
造

を
解
明
し
た
の
で
あ
る
。

D
N
A
は
生
物
の
設
計
情
報
で
、
四
種
の
塩

基、

A

（ア
デ
ニ
ン
）
、
G

（グ
ア
ニ
ン
）、

C

T
（
チ
ミ
ン
）
の
い
ず
れ
か
二
種

（シ
ト
ニ
ン
）、

が
一
対
と
な
っ
た
物
質
が
二
本
の
螺
旋
状
態
に

な
っ
た
テ
ー
プ
に
両
端
が
接
続
し
て
い
る
（
図

4
)
。
あ
ら
ゆ
る
生
物
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

D

N
A
を
細
胞
の
核
内
に
保
有
し
て
お
り
、
そ
れ

を
複
製
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
孫
に
生
物
と
し

て
の
特
徴
を
伝
達
し
て
い
く
仕
組
に
な
っ
て
い

る
。設

計
情
報
の
構
造
が
発
見
さ
れ
た
結
果
、
目

標
は
様
々
な
生
物
の
設
計
情
報
の
詳
細
、
す
な

わ
ち

D
N
A
の
塩
基
の
構
成
を
解
明
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。
し
か
し
、
塩
基
の
総
数
は
イ
ネ
で

約
三
億
七
千
万
、
ヒ
ト
で
は
約
三
十
一
億
に
も

な
る
か
ら
容
易
な
仕
事
で
は
な
い
。
そ
こ
で
ア

メ
リ
カ
が
音
頭
を
と
り
世
界
各
国
の
協
力
で
ヒ

ト
の

D
N
A
の
す
べ
て
の
塩
基
の
配
列
を
解
読

し
よ
う
と
い
う
「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
」
が
一
九

九
0
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
計
画
に
単
独
で
対
抗
し
よ

う
と
い
う
人
物
が
登
場
し
た
。
C
・
ベ
ン
ダ
ー

と
い
う
異
端
の
生
物
学
者
が
民
間
資
金
の
支
援

で
会
社
を
設
立
し
、

D
N
A
を
断
片
に
分
断
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
自
動
解
析
装
置
で
並
行
し
て

解
読
し
、
そ
の
解
析
結
果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

合
成
す
る
と
い
う
シ
ョ

ッ
ト
ガ
ン
方
式
で
国
際

計
画
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
も
ベ
ン
ダ
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ー
は
解
読
結
果
に
つ
い
て
特
許
を
取
得
し
よ
う

と
し
た
の
で
、
騒
動
と
な
っ
た
。

ヒ
ト
の
遺
伝
情
報
は
人
類
の
共
有
財
産
と
い

う
の
が
一
般
の
理
解
で
あ
り
、
最
初
に
解
読
し

た
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
特
許
を
取
得
し
て
独

占
し
、
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
に
批
判
が
集
中

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
紆
余
曲
折
が
あ

っ
た
が
、
現
在
で
は
解
読
さ
れ
た

D
N
A
の
塩

基
配
列
情
報
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
蓄
積
さ

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
公
開
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
ベ
ン
ダ
ー
の
挑
戦
が
解
読
を
加

速
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

人
工
生
命
の
誕
生

生
物
の
設
計
情
報
が
解
明
さ
れ
れ
ば
、
古
代

か
ら
開
発
さ
れ
た
機
械
仕
掛
の
オ
ー
ト
マ
ト
ン

や
、
二
十
世
紀
に
な

っ
て
開
発
さ
れ
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
内
部
の
情
報
だ
け
の
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ

ャ
ル
・
ラ
イ
フ
で
は
な
く
、
タ
ン
パ
ク
質
を
材

料
と
し
た
本
物
の
人
工
生
命
を
製
造
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。
こ
の
究
極
の
人
工
生
命
に
果

敢
に
挑
戦
し
た
の
も
ベ
ン
ダ
ー
で
あ
り
、
ま
ず

二
0
0
三
年
に
約
五
三

0
0
塩
基
対
を
持
つ
人

工
ウ
イ
ル
ス
の
合
成
に
成
功
す
る
。

し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
は
生
物
か
ど
う
か
曖
昧

な
存
在
で
あ
る
た
め
、
ベ
ン
ダ
ー
は
さ
ら
な
る

目
標
と
し
て
一
般
の
生
物
の
合
成
を
目
指
す
三

組
の
研
究
組
織
を
研
究
所
内
に
設
置
し
て
研
究

を
開
始
す
る
。
そ
し
て
二

0
0
八
年
に
は
自
然

の
世
界
に
存
在
す
る
生
物
と
し
て
は
最
小
の
遺

伝
情
報
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
・
ジ
ェ
ニ
タ
リ
ウ
ム
」
と
い
う
極
微
の
生
物

の
D
N
A
の
合
成
に
成
功
し
た
と
い
う
衝
撃
の

発
表
を
す
る
。

さ
ら
に
二
〇

1
0
年
に
は
、
ベ
ン
ダ
ー
の
実

験
施
設
で
細
胞
の
培
養
皿
上
に
青
色
の
細
菌
の

集
団
が
発
見
さ
れ
た
。
調
査
し
て
み
る
と
「
世

界
最
初
の
人
工
の
遺
伝
情
報
を
も
つ
細
胞
」
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
こ
ま
で
十
五
年
間

の
年
月
と
四
十
億
円
の
資
金
を
投
入
し
て
到
達

し
た
が
、
最
後
の
一
歩
が
「
ミ
ニ
マ
ル
セ
ル
」

の
作
製
で
あ
る
。
こ
れ
は
既
存
の
細
胞
を
改
変

す
る
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
人
工
の
マ
イ
コ

プ
ラ
ズ
マ
細
胞
を
作
製
す
る
こ
と
で
あ
る
。

技
術
の
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
試
行
錯
誤
の

結
果
、
三
時
間
毎
に
一
回
の
速
度
で
分
裂
し
て

増
殖
す
る
「
ミ
ニ
マ
ル
セ
ル
」
が
誕
生
し
、
ニ

0
一
六
年
に
雑
誌

『サ
イ
エ
ン
ス
』
に
発
表
さ

れ
た
。
地
球
の
す
べ
て
の
生
物
は
祖
先
か
ら
遺

伝
情
報
を
継
承
し
て
現
在
に
到
達
し
て
い
る
が
、

る
か
と
い
う
巨
大
な
転
換
に
直
面
す
る
。

こ
こ
に
祖
先
が
存
在
し
な
い
最
初
の
生
物
が
地

球
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
大
半
の
宗
教
に
は

人
類
を
創
造
し
た
神
々
が
存
在
す
る
が
、
そ
の

神
々
の
地
位
に
人
間
が
麓
座
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
快
挙
に
は
複
雑
な
意
味
が
あ
る
。
ま
ず

軍
民
転
換
、
す
な
わ
ち
民
間
で
開
発
さ
れ
た
技

術
が
軍
事
に
利
用
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
人
工
生
命
の
研
究
に
多
額
の
軍
事
予

算
が
投
入
さ
れ
て
き
た
し
、
ソ
ビ
エ
ト
で
は
生

物
兵
器
製
造
の
た
め
に
人
工
ウ
イ
ル
ス
が
研
究

さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
人
間
が
生
物
を
自

由
に
操
作
で
き
る
時
代
が
到
来
す
れ
ば
、
現
状

投
入
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

さ
ら
な
る
問
題
は
人
類
の
存
在
の
規
範
へ
の

影
響
で
あ
る
。
ベ
ン
ダ
ー
は
「
今
後
の
科
学
は

人
工
生
物
を
創
造
し
、
生
命
を
操
作
す
る
能
力

が
定
義
す
る
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
ゴ
ー
レ

ム
や
夕
ロ
—
ス
が
想
像
や
憧
憬
の
対
象
で
は
な

く
現
実
の
存
在
と
な
っ
た
と
き
、
人
間
を
超
越

し
た
存
在
で
あ
る
神
々
に
よ
っ
て
秩
序
を
維
持

し
て
き
た
社
会
が
崩
壊
す
る
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
そ
の
と
き
人
類
は
ど
こ
に
基
準
を
設
定
す

で
は
防
御
手
段
の
な
い
人
工
の
生
物
が
戦
場
に
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